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はじめに

三重大学は，2008（平成20）年7月の三重大学男女共同参画宣言において，次の5つの基本
方針を設定しました。

1. 男女共同参画の視点に立った教育・研究組織の確立をめざす。
2. 男女共同参画の視点から制度や慣行を見直し改善する。
3. 仕事と個人生活とのバランスに配慮し，男女共同参画の観点から必要な支援を行う。
4. 学生・教職員に対して，男女共同参画に関する啓発活動を行う。
5. 男女共同参画を推進する地域の組織や自治体との協調・連携を推進する。

この基本方針に従って，三重大学男女共同参画推進委員会，専門委員会及び学生委員会が，
さまざまな活動を行っています。

2019（令和元）年度は，一昨年7月に策定した男女共同参画推進実施計画に沿って活動を
実施しました。一昨年から試行していた研究補助者雇用経費支援制度を今年度から本格実施
としました。4月から7月まで，教養教育において「男女共同参画基礎」を開講し，男女共同
参画推進専門委員会委員及び地方公共団体等からの非常勤講師・ゲストスピーカーによる授
業を実施しました。今年度新たに9月に、学長がパパ料理研究家の滝村雅晴氏立会いのもと、
全国高等教育機関で最初となる「トモショク宣言」を行い、終了後、ワークショップとして
教職員とそのお子様も交えて和食献立に挑戦しました。11月には、滝村氏による「トモショ
ク(共食)のススメ」と題して働き方改革に係る講演会を開催しました。
また，男女共同参画推進学生委員会は，6月に第5回目となる学生の男女共同参画意識調査

を実施する等の活動を行いました。

国立大学法人三重大学の第3期中期目標には，教職員人事に関して，つぎのような数値目
標が掲げられています。

○ 男女共同参画をさらに強化するため，優秀な女性を積極的に登用することにより，
女性教員比率18％以上，事務系職員の指導的地位に占める女性比率20％以上を達
成する。

○ 三重県知事表彰「男女がいきいきと働いている企業 グッドプラクティス賞」を受
賞した実績を基に，本学及び三重地域の男女共同参画をさらに推進するため，三
重県との連携を強化する。

これらの目標を達成することが国立大学法人三重大学の公約です。

学内外のさまざまな知恵を集めて，男女共同参画事業を展開していきますので，皆様のご
協力をお願いいたします。

2020（令和2）年3月

三重大学理事・副学長（総務・財務・基金・企画・評価担当）尾西 康充
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１.「トモショク宣言・ワークショップ」及び「働き方改革に係る講演会」

9月18日（水）、「トモショク宣言」及び「トモショクワークショップ」を行いました。
「トモショク」とは、 "共（トモ）に食（ショク）事をすること"です。一人ではなく、家族
や友人（トモ）など誰かと共に食事をすることを指す「共食（きょうしょく）」という意味
を込めながらも、改めて今の時代に合ったあり方やイメージを作り、推進するために親しみ
を込めて名付けられました。今回、三重大学は、NPO法人ファザーリング・ジャパンが推進す
るトモショクProject（働きながら、家族や友人とトモに食事ができる世の中を創るプロジェ
クト）の主旨に賛同し応援する「トモショク宣言」を、高等教育機関では日本で最初に行い
ました。
「トモショク宣言」に先立って行われたトモショクProjectのプロジェクトリーダーであり、
㈱ビストロパパ代表取締役 滝村 雅晴氏による講演では、料理を作ることや「トモショク」
の意義などが語られました。

滝村氏による講演
その後、駒田 美弘学長から宣言文が読み上げられ、「トモショク宣言」が行われました。

左から滝村氏、尾西 康充理事(総務・財務・基金・企画・評価担当)副学長、駒田学長

Ⅰ 特集
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宣言後、教育学部校舎の調理実習室にて、"パパ料理研究家"の滝村氏が講師を務める「トモ
ショクワークショップ」が行われ、駒田学長をはじめとする26名の教職員とご家族が参加し
ました。滝村氏によるデモンストレーションの後、参加者がグループに分かれて調理を行い
ました。

滝村氏によるデモンストレーション

普段ほとんど料理をしないという参加者も少なくない中、教育学部家政教育の学生・教員
のサポートのもと各グループの中で協力し合い、肉豆腐・土鍋で炊くご飯/塩ごま油おに
ぎり・ほうれん草のお浸し・みそ汁と、デザートに本学の農場で実った梨を加えた計5品
が完成しました。

一人前の料理

協力して作った手料理を「トモショク」し、各グループから感想を発表していくと、
「普段料理をしないので不安だったが、実際に作ることができてうれしい」「家族や友
人と食事をする機会を増やしていきたい」「新しい料理にチャレンジしたい」などの前
向きな声があがりました。そして最後は全員で後片付けを行い、ワークショップは終了
しました。

みんなで調理中
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最後に参加者各自のトモショク宣言書を持って全員で記念撮影
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2.  働き方改革に係る講演会

11月5日（火）、三重大学地域イノベーションホールにて、パパ料理研究家で㈱ビ
ストロパパ代表取締役の滝村 雅晴氏を講師に招き、三重大学働き方改革講演会
「トモショク（共食）のススメ～働く人が、働きながらトモに食事ができる世の中
を～」が開催され、本学教職員、学生及び他機関からの方、合せて88名が参加しま
した。「トモショク」とは、 “共（トモ）に食（ショク）事をすること”です。
一人ではなく、家族や友人（トモ）など、食育で言うところの誰かと共に食事をす
ることを指す「共食（きょうしょく）」という意味を込めながらも、改めて今の時
代に合ったあり方やイメージを作り、推進するために親しみを込めて名付けられて
います。三重大学では９月18日には滝村氏を招き「トモショク宣言」「トモショク
ワークショップ」を行いました。はじめに駒田 美弘学長から挨拶があり、トモ
ショクの実践について「ぜひ滝村先生のお話を聞いて、今日の夕方からでも実行に
移していただきたい」と述べられました。

本講演は働き方改革としての「長時間労働の削減」に焦点を当てたものです。家族
や友人などとトモに食事をする機会が勤務後にある暮らしのため、働き方を変える
こと、生き方を改革することをテーマとし、滝村氏は料理を美味しく作るコツや自
身の料理についての失敗談などを交えながら、男性が料理をすることのメリットや、
誰かと共に食事ができる大切な時間のために働き方を変えることについてお話しさ
れました。また、日本における家事育児の働き方事情、共食をすることによる多く
の効果等を具体的な資料を示して説明していただき、参加者は真剣に聞き入りまし
た。最後に、三重大学男女共同参画推進専門委員会委員長の尾西 康充理事(総務・
財務・基金・企画・評価担当)副学長から挨拶があり、「男性も女性も、ぜひ料理に
取り組み、美味しい料理を食べるようにいたしましょう」と参加者に呼びかけられ
ました。
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2019年度男女共同参画推進フォーラム参加報告

2019年8月29日〜31日に（独）国立女性教育会館(NWEC)において、2019年度男女共同参

画推進フォーラム「つなぐ、あらたな明日へ〜女性も男性も共に暮らしやすい社会を創

る」が開催され、朴 恵淑（人文学部・地域イノベーション学研究科教授）と男女共同参

画推進学生委員会の委員3名が参加し、三重大学の男女共同参画推進活動及び教養教育

「男女共同参画基礎」の講義内容、男女共同参画推進委員会の活動「三重大学生及び日中

韓の大学生の男女共同参画意識調査結果」について展示会・発表を行いました。

（独）国立女性教育会館(NWEC)では、大学、行政、NPOの活動展示会の他に、日本の憲

法に女性の権利の記述を行った、ベアテ・シロタ・ゴードンさんの特別展示会、国連女性

の地位委員会（CSW）に日本の若手の代表として参加した学生の発表会（ユースが見て来

た世界とユースから見える社会）、東日本大震災の被害から復興を図っている東北地域で

の救援活動の分科会などが行われ、多くのイベントにも参加し、参加者との交流を深めま

した。特に、2019年3月11日〜22日まで国連本部（ニューヨーク）で開催された、第63回

国連女性の地域委員会(CSW)のテーマ「ジェンダー平等及び女性と女児のエンパワーメン

トのための社会保護システム、公共サービス及び持続可能なインフラへのアクセス」に、

日本の若者の代表として参加した3名の女子学生による報告会に参加しました。参加学生

と三重大学男女共同参画推進委員会からの参加者との交流を深めることができ、グローバ

ル視点を取り入れた、グローカル活動の重要性に気づく貴重な機会となりました。

パネル展示会は、大学、行政、NPOなど、10団体が参加しましたが、三重大学の男女共

同参画の取組及び講義、三重大学生及び日中韓の大学生の男女共同参画意識調査結果に、

参加者から多くの質問や提案が寄せられ、今後の発展的展開に大きなヒントが得られまし

た。（三重大学生及び日中韓の大学生の男女共同参画意識調査結果参照）
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展示パネル
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令和元年度三重大学男女共同参画推進専門委員会

回 日 事項

1
5月
27日
(月)

〇 平成31年度活動計画について
〇 育児等との両立のための研究補助者雇用経費助成について
〇 フレンテみえとの連携について
〇 トモショクProjectについて
〇 第4回学生の男女共同参画に関する意識調査について
〇 平成31年度教養教育「男女共同参画基礎」授業について
〇 「三重大学男女共同参画推進専門委員会報告書2018」について
〇 2019年度三重大学男女共同参画推進学生委員会委員名簿について

2
8月
1日
(月)

〇 令和元年度後期育児等との両立のための研究補助者雇用経費助成の募集に
ついて

〇 トモショク宣言及びワークショッブの実施について
〇 国立大学協会男女共同参画小委員会について
〇 全国ダイバーシティネットワーク組織東海・北陸ブロックセミナー及び会

議について
〇 第5回三重大学学生の男女共同参画に関する意識調査について
〇 2019年度男女共同参画推進フォーラムについて
〇 フレンテみえ主催「女性のためのエンパワーメント・スクール」について

3
9月
30日
(月)

〇 令和2年度教養教育授業計画について
〇 育児等との両立のための研究補助者雇用経費助成について
〇 「三重大学男女共同参画推進専門委員会報告書2019」について
〇 オープンキャンパスの実施について
〇 トモショク宣言及び「トモショクワークショッブ」の実施について
〇 2019年度男女共同参画推進フォーラムについて
〇 男女共同参画推進に係る講演会の実施について

4
2月
10日
(月)

〇 令和2年度育児等との両立のための研究補助者雇用経費助成について
〇 「三重大学男女共同参画推進専門委員会報告書2019」について
〇 令和2年度教養教育授業計画について
〇 三重大学「働き方改革講演会」について
〇 津市男女共同参画フォーラム「わあむ津」について 他

Ⅱ 男女共同参画推進専門委員会の活動
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(1)第5回三重大学生の男女共同参画に関する意識調査

2019年（令和元年度）6月21日に、朴 恵淑人文学部・地域イノベーション学研究科
教授と男女共同参画推進学生委員会とで、教養教育「男女共同参画基礎」受講生の51
名を対象に、第5回三重大学生の男女共同参画に関する意識調査を行いました。この調
査は、三重大学生の男女共同参画に対する意識・知識・要望を確かめ、「男女共同参
画基礎」講義の改善及び男女共同参画推進活動に活かすことを目的に2015年度（平成
27年度）から実施しています。なお、第1回（2015年度）から第5回（令和元年度）ま
でのトレンドの比較のため、特に、設問9 将来、仕事と家庭を両立するために必要だ
と思うこと。（複数回答可）、設問10「男女共同参画基礎」を履修したきっかけは何
ですか。設問11 男女共同参画推進学生委員会について、あなた自身が男女共同参画
を推進する活動に取り組むことに関心がありますか。設問13 情報を提供するために、
あなたが最も手軽に手に入れられる情報源を答えてください。（複数回答可）につい
て比較分析を行いました。

＜2019年度第5回男女共同参画意識調査＞

(2)2019年度日中韓の大学生の男女共同参画に関する意識調査

2019年（令和元年度）6月に、朴 恵淑人文学部・地域イノベーション学研究科教授
と男女共同参画推進学生委員会とで、日中韓の大学生の555名（三重大学235名（教養
教育「男女共同参画基礎」受講生51名及び「三重学：四日市学の確立」受講生184名）、
韓国世宗大学126名、中国南京審計大学194名）を対象に、日中韓の大学生の男女共同
参画に関する意識調査を行いました。特に、設問2 男女共同参画の現状について、あ
なたは下記のそれぞれの場面で男女の地位は平等になっていると思いますか。1)大学
で 2)家庭で 3)政治で 4)社会通念や習慣などで、設問3 理系学部等において女子
学生の比率が低く、高校時代の進路選択の際に、性別などの適正に沿った進路選択が
妨げられていることがその原因の一つとされています。あなたは、進路選択の際に性
別による障壁を感じたことがありましたか。設問4 「男性が外で働き女性が家庭を守
る」という考え方についてどう思いますか。設問5 今あなたが関心のあることはなん
ですか。（複数回答可） 設問6 あなたが将来就きたい職種はなんですか。設問7
あなたの理想とする年収は。 設問8 あなたは将来結婚したいですか。 設問9 将
来、仕事と家庭を両立するために必要だと思うこと。（複数回答可） 設問10 情報
を提供するために、あなたが最も手軽に手に入れられる情報源を答えてください。
（複数回答可）について比較分析を行いました。

<2019年度日中韓の大学生の男女共同参画に関する意識調査＞

Ⅲ 男女共同参画推進学生委員会の活動
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2019(令和元)年度前期，教養教育120番教室において現代社会理解特殊講義「男女共同
参画基礎」を開講しました。この授業は，三重大学男女共同参画推進専門委員会委員が講
師となり，地方公共団体等から非常勤講師やゲストスピーカーを迎えて，オムニバス形式
で実施しました。今年度の授業には，63名の学生が履修登録し，国，三重県，三重大学の
各部局における男女共同参画推進の取組みや課題，さらに，LGBT及び少子化対策等につい
ても幅広く学びました。

また，第1回目の授業の冒頭では，本学男女共同参画推進学生委員会委員長の南部陽香
さん及び5名の副委員長等から，学生委員会の紹介等を行い，6月には受講生を対象に第5
回目の男女共同参画意識調査を実施しました。

教養教育において「男女共同参画基礎」授業を開講

Ⅳ 教養教育授業

第1回 朴 恵淑委員，男
女共同参画推進学生委員

第3回 ゲストスピーカー
藤枝和佳子氏

第2回 非常勤講師
小川眞里子名誉教授

第4回 ゲストスピーカー
川北睦子氏

第5回 非常勤講師
小川眞里子名誉教授

第6回 常 清秀委員 第7回 森川孝太朗委員

第8回 宮田千春委員 第9回 小林 正委員 第10回 ゲストスピーカー
一般社団法人ELLY

第11回 森 多佳美委員 第12回 宇野貴浩委員 第13回 林原玲洋委員 第14回 非常勤講師
石垣弘美氏

第15回 ゲストスピーカー
神元有紀氏

第1回 朴 恵淑委員

第10回 江藤みちる委員

授業風景授業風景授業風景
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現代社会理解特殊講義 「男女共同参画基礎」 シラバス 

科目の基本情報 

開講

年度 
2019（平成 31） 年度 

開講

区分 
教養教育 教養統合科目 国際理解・現代社会理解  

 

受講

対象

学生 

学部(学士課程) : 1 年次, 2 年次, 3 年次, 4 年次, 5 年次, 6 年次 

選択・

必修  
選択 

授業

科目

名 

現代社会理解特殊講義 

げんだいしゃかいりかいとくしゅこうぎ 

Lecture Course in Understanding Modern Society 

授業

テー

マ 

男女共同参画基礎 

単位

数 
2 単位 

 

分野 人文 （平成 26 年度以前に入学した学生対象）  

開放

科目 
非開放科目 

市民

開放

授業 

市民開放授業 

開講

学期 
前期 

開講

時間 
金曜日 5, 6 時限 

開講

場所 
教養教育 120 番教室 
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担当

教員 

〇尾西 康充(理事・副学長)，朴 恵淑（人文学部），森川孝太朗（教育学部），江藤 みち

る（医学系研究科），宮田 千春（医学系研究科），森 多佳美(医学部附属病院），小林 

正（工学研究科），宇野 貴浩（工学研究科），常清秀（生物資源学研究科），林原 玲洋

（教養教育院），小川眞里子（非常勤講師），石垣 弘美（非常勤講師），藤枝 和佳子（ゲ

ストスピーカー），川北 睦子（ゲストスピーカー） 

○ ONISHI,Yasumitsu 

尾西 康充 onishi@mie-u.ac.jp 

男女共同参画推進室 danjo@ab.mie-u.ac.jp 

TA の

情報 
 

学習の目的と方法 

授業の概要 

男女共同参画について多方面から考え、活動できるよう、社会のさまざまな分野

における男女共同参画推進活動等について学ぶ。 

本学教員とともに自治体職員等の非常勤講師及びゲストスピーカーを交えて指導

する。 

学習の目的 男女共同参画社会を実現するには何をすべきかを考えさせ、意識向上を図る。 

学習の到達

目標 

男女共同参画社会について理解する。 

社会の様々な分野における男女共同参画に関する知識やノウハウを修得する。 

男女共同参画社会の実現に向けて主体的に活動できるようになる。 

ディプロマ・

ポリシー 

○ 学科・コース等の教育目標 

○ 全学の教育目標 

感じる力 

・ ○感性 

・ ○共感 

・   主体性 

考える力 

・ ○幅広い教養 

・  専門知識・技術 

・  論理的・批判的思考力 

コミュニケーション力 

・ ○表現力(発表・討論・対話) 

・   リーダーシップ・フォロワーシップ 

・   実践外国語力 
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授業の方法 講義  

授業の特徴 
キャリア教育の要素を加えた授業  

その他能動的要素を加えた授業(ミニッツペーパー、シャトルカードなど)  

教科書 講義のはじめにテキストや参考書について提示する。 

参考書 講義のはじめにテキストや参考書について提示する。 

成績評価方

法と基準 

2/3 以上の出席を条件に，授業（２０％）及びレポート２件（８０％）で評価する。 

 

オフィス 

アワー 

本科目の取りまとめ役 尾西康充への連絡については，月曜日～金曜日の午前

９時から午後 5 時まで可。それぞれの講師については，三重大学男女共同参画

推進室へ，月曜日～金曜日の午前 9 時～午後 4 時まで可。 

受講要件 特にありません。 

予め履修が

望ましい科目 
 

発展科目  

授業改善へ

の工夫 

担当教員が男女共同参画に関するセミナー等に参加するなどして，最新の情報を

把握して改善する。また，担当教員による学生の意見収集及び三重大学男女共

同参画推進学生委員会が実施する学生アンケート調査により，学生の意見を反

映して改善する。 

その他  
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授業計画 

キーワード 男女共同参画、女性活躍支援、次世代育成支援、ワーク・ライフ・バランス 

Key Word(s) Gender Equality 

学習内容 

第 1回 尾西 康充 「オリエンテーション」 

朴  恵淑 「日本及び三重大学の男女共同参画の現状と 

課題」 

第 2 回 小川眞里子 「男女共同参画推進入門」 

第 3回 藤枝和佳子 「三重県男女共同参画基本計画」 

第 4回 川北 睦子 「男女と起業とパーソナルブランディング」 

第 5 回 小川眞里子 「なぜ今理系分野の男女共同参画か」 

第 6 回 常  清秀 「アジア（中国）の男女共同参画の現状と課題」 

第 7 回 森川孝太朗 「職業の選択と男女共同参画－西洋音楽史の 

事例から－」 

第 8 回  宮田 千春 「看護における男女共同参画」 

第 9 回 小林  正 「会社で働くということ」 

第 10 回 江藤みちる 「男女共同参画とワーク・ライフ・バランス」 

第 11 回 森 多佳美 「大学病院における男女共同参画の推進」 

第 12回 宇野 貴浩 「工学研究科における男女共同参画の推進」 

第 13 回  林原 玲洋 「〈反‐男女共同参画〉のレトリック」 

第 14 回 石垣 弘美 「三重県の男女共同参画の現状と課題」 

第 15 回  尾西 康充・神元 有紀 「ライフプランを考える」 

事前・事後学

修の内容 

男女共同参画に関する新聞記事を読み、自分の考えを深める。専用のノートを

作って、レポート作成のための準備を行う。 

＊ 成績評価方法及び基準について 
2/3 以上の出席を条件に評価する。ただし，出席確認の不正（代理出席確認、出席確認後の退出など）

があった場合又は授業中に私語等の迷惑行為をした場合、単位は一切認めない。 
(1)  出席（２０％） 
(2)  レポート２件（８０％） 

   ①授業の中から、自分の気に入ったテーマを２つ選んで、レポートを２件作成する。 
   ②字数は各３，０００字以上（参考文献の文字数を含む）。 

横書き、A4 の用紙を使用。 
各レポートには参考文献を２本以上使用すること（参考文献とは、そのテーマにちなんだ書籍や

論文のこと。参考文献の出版年月、著者名、タイトルを明記する）。テーマ・学籍番号・氏名を

忘れずに書く。 
   ③提出期限：８月２日（金） 
   ④提出場所：教養教育事務室前レポート提出ＢＯＸへ。（ＢＯＸ番号は７月の授業で連絡する。） 
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1.教育学部男女共同参画推進委員会

2020（令和2）年1月22日（水）教育学部大会議室において，学生・教職員を対象と
してLGBT講演会を開催しました。講師には，一般社団法人ELLYより鈴木朔さんをお迎
えし，「LGBTと教育現場～先生たちにできること～」と題してお話しいただきました。
参加者は全員で19名（学生5名，教職員14名）でした。
LGBTの方たちは，11人から13人に1人の割合でいるといわれています。これは，AB型
や左利きの割合に似ています。このことから，LGBTは性的マイノリティーではないこ
とが分かります。しかし，無知や無関心や偏見などから，LGBTの方たちが自身のこと
について相談しにくい環境があり，また，一番興味を抱くような時期にLGBTを学ぶ機
会がないため，孤立することが多々あります。講演は，スライドによる様々な方の写
真とその人の性のあり方の紹介からはじまりました。

Ⅴ 部局の取組み

このことから，人はみかけでは性別や恋愛対
象の性が分からないことを参加者で共有しまし
た。また，講演では，学校内での授業時におけ
る各教科の取り組み方等の提言もありました。
人がよりよく生きるための社会を考え，模索す
ることは，教員を目指す学生にとって大切なこ
とです。そして，教職員は，悩んでいる人たち
が安心して相談できるような存在でありたいも
のです。普段はなかなか聞くことのできない生
の声に，参加した学生や教職員は熱心に聞き入
り，非常に有意義な会となりました。

2.工学部男女共同参画推進委員会
(1) 女子学生数増の取り組み

(1-1) 工学部ホームページ内の受験生向け「女子学生でも大丈夫か知りたい」
http://www.eng.mie-u.ac.jp/futurestudents/isitok/で随時情報を発信しています。
(1-2) 女子学生による進路相談コーナー及び理系女性支援の紹介
2019(令和元)年8月10日，工学部のオープンキャンパスにおいて，高校の女子生徒

と保護者対象に「女子学生による進路相談コーナー」を設置しました。リケジョを目
指す多くの女子生徒や保護者が相談に訪れ，工学部及び大学院工学研究科の女子学生
が自らの経験を基に，熱心に対応していました。
また，パネル展示により「理系女性支援の紹介」を行いました。

(1-3)  高校などで行われる進学説明会や出前授業において，女子学生に同行してもら
い，自らの経験などを話してもらいました．

(2) 在学女子学生サポートの取り組み
工学部ホームページ内の在学生向け「女子学生さんのための相談コーナー」
http:// www.eng.mie-u.ac.jp/students-o/

で女子学生さんが三重大学で勉学・研究をするにあたって，改善してほしい点」などの
ご相談・ご要望を受け付けるとともに，年に1回アンケートを行っています。アンケート
の結果と回答は，同コーナーで公開しています。

アンケートの結果をふまえ，
・トイレに温水洗浄便座を設置(第1，2合同棟)
・ＯＧ談話会の開催

などを行いました。

女子学生による進路相談 三重大学の男女共同参画推進活動紹介
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3. 生物資源学部男女共同参画推進室

●増養殖研究所一般公開＆オープンキャンパスにおいて「女子学生による研究紹介」
生物資源学研究科男女共同参画推進室の恒例行事として、毎年、①国立研究開発法人水産研究・

教育機構増養殖研究所が夏休み期間中に開催されている一般公開への参加、②研究科・学部オープ
ンキャンバスでのポスター発表を行っている。

ポスター発表者は、学部・研究科内で募集し、各学科1名程度で選出する。選出された学生が各自
で自分の研究内容とその成果をポスターに分かりやすく取りまとめて、イベント当日に参加した
方々に説明する。

本年度は、2018年度と同様、台風の影響で7月27日（土）に予定していた増養殖研究所南勢庁舎での

イベントが中止となったため、発表予定者（3名の大学院生）が8月9日（金）の研究科・学部キャン
パスでの発表予定者（4名の女子学生）と一緒に「個別研究紹介コーナー」で研究成果を披露した。
7名の学部生・大学院生は、当日約120名の高校生および保護者に自分の研究を紹介した。

氏名 性別 学年 学籍番号 所属 指導教員

勝又　与允
（カツマタ　ヨシチカ）

男子 M1 519M323
生物圏生命科学専攻・海洋生物資源学科・海洋生
物学講座・海洋個体群動態学教育研究分野

金岩

宮　映日
（ミヤ　アキヒ）

男子 M2 518m330
生物圏生命科学専攻・海洋生物資源学科・海洋生
物学講座・海洋生態学教育研究分野

木村（妙）

水谷　雪乃
(ミズタニ　ユキノ)

女子 D3 517D301
生物圏生命科学専攻・生物圏生命化学科・海洋生
命分子化学講座・海洋微生物学教育研究分野

田中（礼）

加藤佳穂
(カトウ カホ)

女子 4年生 516118
資源循環学科農業生物学講座・草地・飼料生産学
研究分野

近藤（誠）

村井 穂
(ムライ 　ミノリ）

女子 M2 518m217
共生環境学科・環境情報システム工学・応用環境
情報学教育研究

福島・滝沢

立藤 皓美
（タチフジヒロミ）

女子 4年生 516551
生物圏生命化学科・海洋生命分子化学講座・海洋
食糧化学教育研究分野

柴田

鈴木梨乃
(スズキ　リノ)

女子 4年生 516547
生物圏生命化学科・生命機能化学講座・分子細胞
生物学教育研究分野

奥村

令和元年　オープンキャンパスポスター発表者リスト
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1.三重県との連携

Ⅵ 地域との連携

(1)フレンテまつり

2019(令和元)年6月2日(日)、三重県男女共同参画センター フレンテみえで開
催された「フレンテまつり」に参加しました。
この催しは、フレンテみえの登録団体が一堂に集まって、活動発表や情報交換等
を行うもので、三重大学は協力機関として参加し、本学の男女共同参画推進活動
を紹介するパネル展示を行いました。展示ブースでは、来訪者に対して説明を行
い、本学の取り組みを理解していただくとともに、三重地域の男女共同参画をさ
らに推進するために情報交換を行いました。

(2)特別講義

「ライフプランについて考えてみよう」三重県ライフプラン教育アドバイザー
派遣事業により，2019（令和元）年7月26日，教養教育「男女共同参画基礎」
の受講生を対象に，神元有紀 産婦人科医師を講師に「ライフプランを考え
る」をテーマに特別講義を行いました。
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3.津市との連携

11月9日 津市芸濃総合文化センターで開催された令和元年度津市男女共
同参画フォーラム「わあむ津」に参加しました。本学は、訪れた市民の皆
様に本学の取組みを理解していただくため、男女共同参画推進活動を紹介
するバネル展示及び関連資料の配布を行いました。また、参加団体の方々
と意見交換を行い、相互理解を深めました。
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三重大学の男女共同参画進捗状況調査結果（2019(令和元)年5月1日現在）

国立大学協会では、平成23年（2011年）2月に「国立大学における男女共同参画推進に
ついて－アクションプラン－」を策定し、「少なくとも2015年までに国立大学の女性教
員比率17％以上」との達成目標を設定し、毎年の追跡調査の実施により、その達成状況
を検証してきました。平成27年（2015年）までの達成状況も踏まえ、平成28年（2016
年）以降についても引き続き、国立大学における男女共同参画を推進するため、平成28
年1月に「国立大学における男女共同参画推進について－アクションプラン（2016年度～
2020年度）－」を取りまとめました。（アクションプラン（2016年度〜2020年度）URL）

http://www.janu.jp/gender/files/danjyo_actionplan2016-2020.pdf

Ⅶ 国立大学協会の取組み

表１．１　職名別・性別　教員数

　　　　　　（アクションプラン　P3～P5.　(1)，(2)①，(3)①，(3)② 関係）
単位：人

男 女 計
女性

比率 %
*

学長 1 0 1 0.0

理事 ** 4 0 4 0.0

副学長 *** 9 2 11 18.2

教授 206 38 244 15.6

准教授 166 32 198 16.2

講師（常勤） 73 7 80 8.8

助教 196 73 269 27.1

小計 655 152 807 18.8

助手 0 0 0

計 655 152 807 18.8

*      学校基本調査と同じ数値を記入し、その際、学校基本調査にない、「理事」の取り扱いに注意してください。

**    理事が副学長を兼ねている場合は、理事の欄にのみ記入し、副学長の欄には記入しないでください。

      非常勤理事は除いてください。

***  理事又は副学長が教授を兼ねている場合は、理事あるいは副学長の欄にのみ記入し、教授の欄には記入しないでください。

表１．２　大学の意思決定機関等における性別構成

　　　　　　（アクションプラン　P4. (2)② 関係）
単位：人

男 女 計
女性

比率 %

学長補佐等 * 6 0 6 0.0

32 3 35 8.6

部局長等 19 0 19 0.0
監事 ** 1 0 1 0.0

小計 58 3 61 4.9

非常勤理事 1 0 1 0.0
経営協議会等（学外委員） 7 2 9 22.2
非常勤監事 1 0 1 0.0

小計 9 2 11 18.2

計 67 5 72 6.9
延べ人数とし、重複する場合はどちらにも含めてください。

*  　副理事等、学長や理事を補佐する役職も含めてください。理事及び副学長は除いてください。

**　学外委員、非常勤理事等は除いてください。経営協議会、教育研究評議会委員には学長・理事も含めてください。

経営協議会（学内委員）、
教育研究評議会委員**
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表１．３　　非常勤講師の構成 単位：人

男 女 計
女性

比率 %

専任教員の本務を持つ者 152 35 187 18.7
専任教員以外の本務を持つ者 * 221 41 262 15.6
本務を持たない者（６０歳以上） ** 63 23 86 26.7
本務を持たない者（４０歳以上～６０歳未満） ** 19 34 53 64.2
本務を持たない者（４０歳未満） ** 7 3 10 30.0

計 462 136 598 22.7
  「客員教授」「客員講師」など、雇用形態等がいわゆる非常勤講師と同様である場合は含めてください。 学内非常勤講師は除いてください。

*     企業、国公私立研究機関、予備校その他の機関における常勤の勤務者数を記入してください。

**    勤務先が全て非常勤の場合はここに入れてください。

表１．４　　部局別・性別教員数 単位：人

教  授 准教授 講師（常勤） 　 助　教 助  手

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計
女性

比率 %

学部 22 12 17 5 3 0 0 3 0 0 42 20 62 32.3
学部 2 1 0 0 2 1 16 3 0 0 20 5 25 20.0
学部 35 8 13 7 3 1 0 0 0 0 51 16 67 23.9
学部

学部

学部

学部

学部

学部

学部

学部

学部

教養部（一般教育） 9 1 1 2 3 0 0 1 0 0 13 4 17 23.5
大学院 126 13 106 14 17 1 67 29 0 0 316 57 373 15.3
附属病院 6 2 19 0 40 1 100 32 0 0 165 35 200 17.5
附置研究所 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
その他 6 1 10 4 5 3 13 5 0 0 34 13 47 27.7

計* 206 38 166 32 73 7 196 73 0 0 641 150 791 19.0
平成３１年度学校基本調査 様式第７号 「学生教職員等状況票　４ 教員数（本務者） Ｂカード」に記載した人数を記入してください。

ただし、 学長・理事・副学長が教授を兼ねている場合は、教授の欄に記入せず、集計から除外してください。

*  職名毎の合計が表１．１及び１．６で記入した数と同数になるよう記入してください。

人文学部（群）
医学部

教育学部

学部・学科
小  計

教員数（本務者）

表１．５　　専攻分野別　学部・大学院の卒業（修了）者数 単位：人

学士課程 修士課程 博士課程 専門職学位課程

男 女 計
女性

比率 %
男 女 計

女性

比率 %
男 女 計

女性

比率 %
男 女 計

女性

比率 %

人文科学 26 88 114 77.2 3 4 7 57.1 0 0 0 0 0 0
社会科学 102 86 188 45.7 1 2 3 66.7 0 0 0 0 0 0
理学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
工学 356 62 418 14.8 197 19 216 8.8 5 2 7 28.6 0 0 0

146 101 247 40.9 53 24 77 31.2 9 1 10 10.0 0 0 0

80 116 196 59.2 8 13 21 61.9 24 11 35 31.4 0 0 0

家政 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
教育 88 139 227 61.2 8 12 20 60.0 0 0 0 7 8 15 53.3
芸術 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
その他 0 0 0 9 1 10 10.0 0 1 1 100.0 0 0 0

0 0 0

合計（自動計算） 798 592 1390 42.6 279 75 354 21.2 38 15 53 28.3 7 8 15 53.3
2018年度における卒業（修了）者数について、期間満了による退学者（いわゆる満期退学）も含めて記入してください。　

* 　  専攻分野の分類は、学校基本調査に従ってください。ただし、本調査では、商船分野はその他に含めて記入してください。

**   法科大学院の修了者は表右下のピンク色の欄に、その他の社会科学分野の専門職大学院の修了者については、表の社会

　　 科学の欄にご記入ください。

*** 「保健」分野について、下記に人数の内訳をご記入ください。なお、平成30年度学校基本調査「学科系統分類表」に基づき分類願います。

学士課程 修士課程 博士課程 専門職学士課程

男 女 計
女性

比率 %
男 女 計

女性

比率 %
男 女 計

女性

比率 %
男 女 計

女性

比率 %

76 43 119 36.1 7 3 10 30.0 24 10 34 29.4 0 0 0
歯学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
薬学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
看護学 4 73 77 94.8 1 10 11 90.9 0 1 1 100.0 0 0 0
保健その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

80 116 196 59.2 8 13 21 61.9 24 11 35 31.4 0 0 0

法科大学院修了者 ** →

専攻分野 *

農学（獣医学、水産学を含む）

保健（医歯薬学を含む）***

「保健」中分類別

医学

保健（医歯薬学を含む）合計
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表１．６　　専攻分野別　教員数（本務者） 単位：人

   男    女    男    女    男    女

うち契約更

新可能性有

うち契約更

新可能性有

うち契約更

新可能性有

うち契約更

新可能性有

うち契約更

新可能性有

うち契約更

新可能性有

４０歳以上 13 0 0 8 0 0 9 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0
４０歳未満 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0
４０歳以上 9 0 0 4 0 0 7 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0
４０歳未満 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0
４０歳以上 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
４０歳未満 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
４０歳以上 39 0 0 0 0 0 37 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0
４０歳未満 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
４０歳以上 41 0 0 2 0 0 30 0 0 3 0 0 0 0 0 1 0 0

４０歳未満 0 0 0 0 0 0 4 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0

４０歳以上 44 44 36 14 14 13 41 41 40 9 9 9 53 53 48 2 2 1

４０歳未満 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 3 3 3 0 0 0

４０歳以上 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
４０歳未満 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
４０歳以上 38 0 0 8 0 0 11 0 0 6 1 1 0 0 0 0 0 0
４０歳未満 0 0 0 0 0 0 4 0 0 2 0 0 3 3 1 2 1 1
４０歳以上 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
４０歳未満 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
４０歳以上 22 6 6 2 0 0 19 5 4 5 2 2 6 5 3 2 1 0
４０歳未満 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 2 2 1 0 0 0

４０歳以上 206 50 42 38 14 13 154 47 44 27 12 12 61 58 51 5 3 1

４０歳未満 0 0 0 0 0 0 12 0 0 5 2 2 12 8 5 2 1 1

うち
 任期
 付き

うち
 任期
 付き

人文科学

社会科学

理学

専攻分野 *

その他

合計（自動
計算）

工学

農学（獣医学、

水産学を含む）

保健（医歯薬学

を含む）

家政

教育

芸術

教  授 准教授 講師（常勤）

うち
 任期
 付き

うち
 任期
 付き

うち
 任期
 付き

うち
 任期
 付き

   男    女    男    女    計 女性
比率 %

うち契約更

新可能性有

うち契約更

新可能性有

うち契約更

新可能性有

うち契約更

新可能性有

うち契約更

新可能性有

うち契約更

新可能性有

４０歳以上 0 0 0 1 1 0 22 0 0 12 1 0 34 1 0 35.3 100.0

４０歳未満 0 0 0 2 2 0 3 0 0 2 2 0 5 2 0 40.0 100.0

４０歳以上 0 0 0 0 0 0 16 1 0 5 0 0 21 1 0 23.8 0.0
４０歳未満 0 0 0 1 1 1 1 0 0 2 1 1 3 1 1 66.7 100.0 100
４０歳以上 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
４０歳未満 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
４０歳以上 4 0 0 1 0 0 82 0 0 1 0 0 83 0 0 1.2
４０歳未満 16 2 0 1 0 0 19 2 0 1 0 0 20 2 0 5.0 0.0
４０歳以上 6 1 1 0 0 0 77 1 1 6 0 0 83 1 1 7.2 0.0 0
４０歳未満 4 4 4 2 1 1 9 4 4 2 1 1 11 5 5 18.2 20.0 20

４０歳以上 78 78 66 30 29 24 216 216 190 55 54 47 271 270 237 20.3 20.0 19.83122363

４０歳未満 76 76 56 27 27 21 79 79 59 28 28 22 107 107 81 26.2 26.2 27.16049383

４０歳以上 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
４０歳未満 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
４０歳以上 0 0 0 0 0 0 49 0 0 14 1 1 63 1 1 22.2 100.0 100
４０歳未満 0 0 0 0 0 0 7 3 1 4 1 1 11 4 2 36.4 25.0 50
４０歳以上 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
４０歳未満 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
４０歳以上 7 4 3 3 3 2 54 20 16 12 6 4 66 26 20 18.2 23.1 20
４０歳未満 5 4 4 5 5 2 7 6 5 6 6 3 13 12 8 46.2 50.0 37.5

４０歳以上 95 83 70 35 33 26 516 238 207 105 62 52 621 300 259 16.9 20.7 20.07722008

４０歳未満 101 86 64 38 36 25 125 94 69 45 39 28 170 133 97 26.5 29.3 28.86597938

小  　　計

専攻分野 *

助  教

うち
 任期
 付き

うち
 任期
 付き

うち
 任期
 付き

うち
 任期
 付き

うち
 任期
 付き

うち
 任期
 付き

人文科学

社会科学

理学

工学

農学（獣医学、

水産学を含む）

保健（医歯薬学

を含む）

家政

教育

芸術

その他

合計（自動
計算）
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うち
 任期
 付き

うち
 任期
 付き

うち
 任期
 付き

うち
 任期
 付き

うち
 任期
 付き

うち
 任期
 付き

うち
 任期
 付き

う
ち
 
任

４０歳以上 42 42 4 4 33 33 2 2 63 63 3 3 74 74 20 20

４０歳未満 0 0 0 0 1 1 0 0 2 2 0 0 73 73 21 21

４０歳以上 1 1 0 0 0 0 0 0 2 2 0 0 2 2 1 1
４０歳未満 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1
４０歳以上 1 1 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
４０歳未満 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
４０歳以上 3 3 9 9 0 0 10 10 0 0 0 0 0 0 4 4
４０歳未満 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 4
４０歳以上 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

４０歳未満 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

４０歳以上 47 47 13 13 34 34 12 12 65 65 3 3 76 76 25 25

４０歳未満 0 0 0 0 1 1 0 0 2 2 0 0 73 73 26 26

うち
 任期
 付き

うち
 任期
 付き

うち
 任期
 付き

うち
 任期
 付き

うち
 任期
 付き

うち
 任期
 付き

４０歳以上 212 212 29 29 241 241 12.0 12.0 0 0 0 0
４０歳未満 76 76 21 21 97 97 21.6 21.6 0 0 0 0
４０歳以上 5 5 1 1 6 6 16.7 16.7 0 0 0 0
４０歳未満 0 0 1 1 1 1 100.0 100.0 0 0 0 0
４０歳以上 2 2 0 0 2 2 0.0 0.0 0 0 0 0
４０歳未満 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
４０歳以上 3 3 23 23 26 26 88.5 88.5 0 0 0 0
４０歳未満 0 0 4 4 4 4 100.0 100.0 0 0 0 0
４０歳以上 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
４０歳未満 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

４０歳以上 222 222 53 53 275 275 19.3 19.3 0 0 0 0

４０歳未満 76 76 26 26 102 102 25.5 25.5 0 0 0 0

教  授 准教授

「保健」中分類別

看護学

保健その
他

保健（医歯薬学

を含む）合計

講師（常勤）

医学

歯学

薬学

助  教
   男    女    男    女    男    女    男    女

「保健」中分類別

小  　　計 助  手
   男    女    計 女性
比率 %    男    女

医学

歯学

薬学

看護学

保健その
他

保健（医歯薬学

を含む）合計

   男    女

うち契約更

新可能性有

うち契約更

新可能性有

４０歳以上 0 0 0 0 0 0
４０歳未満 0 0 0 0 0 0
４０歳以上 0 0 0 0 0 0
４０歳未満 0 0 0 0 0 0
４０歳以上 0 0 0 0 0 0
４０歳未満 0 0 0 0 0 0
４０歳以上 0 0 0 0 0 0
４０歳未満 0 0 0 0 0 0
４０歳以上 0 0 0 0 0 0
４０歳未満 0 0 0 0 0 0

４０歳以上 0 0 0 0 0 0

４０歳未満 0 0 0 0 0 0

４０歳以上 0 0 0 0 0 0
４０歳未満 0 0 0 0 0 0
４０歳以上 0 0 0 0 0 0
４０歳未満 0 0 0 0 0 0
４０歳以上 0 0 0 0 0 0
４０歳未満 0 0 0 0 0 0
４０歳以上 0 0 0 0 0 0
４０歳未満 0 0 0 0 0 0

４０歳以上 0 0 0 0

４０歳未満 0 0 0 0
* 　   専攻分野の分類は、学校基本調査に従ってください。ただし、本調査では、商船分野はその他に含めて記入してください。

        担当する学生の分類に従って、教員の合計を記入してください。

**　   職名毎の合計が表１．１及び１．４で記入した数と同数になるよう記入してください。

*** 「保健」分野について、下記に人数の内訳をご記入ください。なお、平成31年度学校基本調査「学科系統分類表」に基づき分類願います。

専攻分野 *

助　手

うち
 任期
 付き

うち
 任期
 付き

教育

芸術

その他

合計（自動
計算）

人文科学

社会科学

理学

工学

農学（獣医学、

水産学を含む）

保健（医歯薬学

を含む）

家政
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   男    女    男    女    男    女

うち契約更

新可能性有

うち契約更

新可能性有

うち契約更

新可能性有

うち契約更

新可能性有

うち契約更

新可能性有

うち契約更

新可能性有

４０歳以上 41 41 33 5 5 4 40 40 39 2 2 2 51 51 46 2 2 1
４０歳未満 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2 2 0 0 0
４０歳以上 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2 2 0 0 0
４０歳未満 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
４０歳以上 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0
４０歳未満 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
４０歳以上 2 2 2 9 9 9 0 0 0 7 7 7 0 0 0 0 0 0
４０歳未満 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1 1 0 0 0
４０歳以上 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
４０歳未満 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

４０歳以上 44 44 36 14 14 13 41 41 40 9 9 9 53 53 48 2 2 1

４０歳未満 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 3 3 3 0 0 0

小  　　計
   男    女    男    女    計

うち契約更

新可能性有

うち契約更

新可能性有

うち契約更

新可能性有

うち契約更

新可能性有

うち契約更

新可能性有

うち契約更

新可能性有

医学 ４０歳以上 76 76 64 24 23 18 208 208 182 33 32 25 241 240 207 13.7 13.3 12.07729469

４０歳未満 74 74 54 23 23 17 76 76 56 23 23 17 99 99 73 23.2 23.2 23.28767123

４０歳以上 2 2 2 1 1 1 5 5 5 1 1 1 6 6 6 16.7 16.7 16.66666667

４０歳未満 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2 50.0 50.0 50
４０歳以上 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 1 1 1 0.0 0.0 0
４０歳未満 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
４０歳以上 0 0 0 5 5 5 2 2 2 21 21 21 23 23 23 91.3 91.3 91.30434783

４０歳未満 1 1 1 3 3 3 2 2 2 4 4 4 6 6 6 66.7 66.7 66.66666667

４０歳以上 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
４０歳未満 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

４０歳以上 78 78 66 30 29 24 216 216 55 54 271 270 20.3 20.0

４０歳未満 76 76 56 27 27 21 79 79 28 28 107 107 26.2 26.2

   男    女

うち契約更

新可能性有

うち契約更

新可能性有

医学 ４０歳以上 0 0 0 0 0 0
４０歳未満 0 0 0 0 0 0
４０歳以上 0 0 0 0 0 0
４０歳未満 0 0 0 0 0 0
４０歳以上 0 0 0 0 0 0
４０歳未満 0 0 0 0 0 0
４０歳以上 0 0 0 0 0 0
４０歳未満 0 0 0 0 0 0
４０歳以上 0 0 0 0 0 0
４０歳未満 0 0 0 0 0 0

４０歳以上 0 0 0 0 0 0

４０歳未満 0 0 0 0 0 0

歯学

薬学

看護学

保健その
他

保健（医歯薬学

を含む）合計

「保健」中分類別

助　手

うち
 任期
 付き

うち
 任期
 付き

「保健」中分類別

助  教
女性
比率 %

うち
 任期
 付き

うち
 任期
 付き

うち
 任期
 付き

うち
 任期
 付き

うち
 任期
 付き

うち
 任期
 付き

「保健」中分類別

教  授 准教授

うち
任期
付き

うち
 任期
 付き

うち
 任期
 付き

うち
 任期
 付き

うち
 任期
 付き

うち
 任期
 付き

歯学

講師（常勤）

医学

歯学

薬学

薬学

看護学

保健その
他

保健（医歯薬学

を含む）合計

看護学

保健その
他

保健（医歯薬学

を含む）合計
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表１．７　　常勤教員の採用・昇任などの異動

　１．７－１　採用・転入 単位：人

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 小計    男    女

人文科学 0 0 0 0 2 0 0 1 2 1 3 0 0 3
社会科学 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 1
理学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
工学 1 0 1 0 0 0 4 0 6 0 6 0 0 6

1 0 1 0 0 0 1 0 3 0 3 0 0 3

1 0 0 0 3 0 40 8 44 8 52 0 0 52

家政 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
教育 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 1 0 0 1
芸術 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
その他 0 0 0 0 3 1 0 0 3 1 4 0 0 4

合計（自動計算） 3 0 3 0 8 2 45 9 59 11 70 0 0 70
2018年度中に採用・転入した教員数を記入してください

他機関からの昇任・転任を含めて記入してください。

*  専攻分野の分類は、学校基本調査に従ってください。ただし、本調査では、商船分野はその他に含めて記入してください。

   担当する学生の分類に従って、教員の合計を記入してください。

** 「保健」分野について、下記に人数の内訳をご記入ください。なお、平成30年度学校基本調査「学科系統分類表」に基づき分類願います。

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 小計    男    女

医学 1 0 0 0 3 0 40 6 44 6 50 0 0 50
歯学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
薬学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
看護学 0 0 0 0 0 0 0 2 0 2 2 0 0 2

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1 0 0 0 3 0 40 8 44 8 52 0 0 52

　１．７－２　本務教員からの学内昇任** 単位：人

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計

人文科学 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1
社会科学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
理学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
工学 4 0 1 0 0 0 0 0 5 0 5

2 1 3 0 0 0 0 0 5 1 6

1 0 10 0 7 0 0 0 18 0 18

家政 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
教育 1 1 1 1 0 0 0 0 2 2 4
芸術 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
その他 1 0 0 1 1 0 0 0 2 1 3

合計（自動計算） 10 2 15 2 8 0 0 0 33 4 37
2018年度中に本務教員から学内昇任した教員数を記入してください

*    専攻分野の分類は、学校基本調査に従ってください。ただし、本調査では、商船分野はその他に含めて記入してください。

     担当する学生の分類に従って、教員の合計を記入してください。

**　学内者であっても、技官や非常勤教員等、本務教員以外からの異動の場合は採用に入れてください。

*** 「保健」分野について、下記に人数の内訳をご記入ください。なお、平成30年度学校基本調査「学科系統分類表」に基づき分類願います。

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計

医学 1 0 10 0 7 0 0 0 18 0 18
歯学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
薬学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
看護学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1 0 10 0 7 0 0 0 18 0 18保健（医歯薬学を含む）合計

保健その他

保健（医歯薬学を含む）合計

異動後の職名 教  授 准教授 講師（常勤）

異動後の職名 教  授 准教授

専攻分野*

教  授 准教授

小　計

助　教 計

「保健」中分類別

保健その他

講師（常勤） 助　教 小　計 助　手
合計

「保健」中分類別

合計
専攻分野*

農学（獣医学、水産学を含む）

異動後の職名 教  授 准教授 講師(常勤)

農学（獣医学、水産学を含む）

保健（医歯薬学を含む）***

助　手

保健（医歯薬学を含む）**

異動後の職名

講師(常勤) 助　教 計

助　教
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表１．８　　常勤職員の職系別・職名別職員数

単位：人

事務系 * 技術技能系 * 医療系  * 教務系 * その他 * 計

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計
女性

比率 %

課長相当職以上 27 6 4 0 3 3 0 1 0 0 34 10 44 22.7
課長補佐、専門員等 19 7 3 1 3 0 2 0 0 0 27 8 35 22.9
係長、専門職員等 45 22 3 1 13 38 23 3 0 0 84 64 148 43.2
主任等 17 27 2 1 2 41 2 1 0 0 23 70 93 75.3
その他一般職員 79 81 3 1 97 553 18 11 0 0 197 646 843 76.6

計 187 143 15 4 118 635 45 16 0 0 365 798 1163 68.6
*　   職系の分類は、学校基本調査に従ってください。

**　 技術長、技術部主任、看護師長、看護主任等の役職者は、対応する職名（課長、係長、主任等）の欄に、

      その外は「その他の一般職員」の欄に記入してください。対応する職名の判断は各大学組織の実情に合わせて決めてください。

（参考例）

        

課長相当職以上 一般職　　級以上 技師長

課長補佐、専門員等 　〃　　　級以上 技術専門官 副技師長 副薬剤部長

係長、専門職員等 　〃　　　級以上 看護師長 主任技師 薬剤主任

主任等 　〃　　　級以上 副看護師長

その他一般職員 看護師、看護助手 技師 薬剤師

看護部長、副看護部長

技術専門職員、主任技術職員

医療系

職  名

事務系 技術技能系

　　　　　　（アクションプラン P5. (4) 関係)

表１．９　　常勤職員の採用 単位：人

事務系 * 技術技能系 * 医療系 * 教務系 * その他 * 計

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計
女性

比率 %

課長相当職以上　 5 1 1 0 0 0 0 0 0 0 6 1 7 14.3
課長補佐、専門員等 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
係長、専門職員等 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 2 50.0
主任等 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 2 0.0
その他一般職員 7 13 0 0 14 86 2 1 0 0 23 100 123 81.3

計 15 15 1 0 14 86 2 1 0 0 32 102 134 76.1
2018年度中に採用した職員数を記入してください

*　  職系の分類、職名の対応については、表１．８と同様に記入してください。

職　名 *

表１．１０　　採用・昇進時における積極的是正措置（ポジティブ・アクション）の実施

　実施した 1.0 2

　実施しなかった

   回答取り消し

表１．７-１、１．７-２、１．９で回答いただいた2018年度中に採用・昇任した教職員について、積極的是正措置の実施状況を回答してください。
なお、「実施した」とご回答いただいた大学には、後日、実施状況の詳細等をお尋ねすることがありますので、その際はよろしくお願いいたします。

常勤教員の採用 常勤教員の昇任 常勤職員の採用実施状況
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第1回 2001(平成13)年 7.60%

第2回 2003(平成15)年 8.00%

第3回 2005(平成17)年 9.30%

第4回 2007(平成19)年 11.40%

第5回 2008(平成20)年 11.80%

第6回 2009(平成21)年 12.10%

第7回 2010(平成22)年 12.70%

第8回 2011(平成23)年 13.00%

第9回 2012(平成24)年 13.60%

第10回 2013(平成25)年 14.10%

第11回 2014(平成26)年 14.70%

第12回 2015(平成27)年 15.40%

第13回 2016(平成28)年 15.80%

第14回 2017（平成29）年 16.20%

第15回 2018（平成30）年 16.70%

第16回 2019（令和元）年 17.10%

　－　－

137人/802人 17.10%

147人/816人 18.00%

152人/807人 18.80%

129人/802人 16.10%

137人/805人 17.00%

118人/787人 15.00%

116人/791人 14.70%

112人/765人 14.60%

111人/760人 14.60%

106人/748人 14.20%

110人/769人 14.30%

女性教員数/全教員数
調査回数 調査年

三重大学
三重大学 全国立大学

三重大学の女性教員比率の推移

女性教員比率(各年5月1日現在)

96人/739人 13.00%

99人/741人 13.40%

　－ 　－

94人/749人 12.60%

2010(平
成22)年

2011(平
成23)年

2012(平
成24)年

2013(平
成25)年

2014(平
成26)年

2015(平
成27)年

2016(平
成28)年

2017(平
成29)年

2018(平
成30)年

2019(令
和元)年

系列1 14.3% 14.6% 14.6% 15.0% 14.7% 16.1% 17.0% 17.1% 18.0% 18.8%

系列3 12.7% 13.0% 13.6% 14.1% 14.7% 15.4% 15.8% 16.2% 16.7% 17.1%

10%

12%

14%

16%

18%

20%

女
性
教
員
比
率

%

女性教員比率の推移（過去10年間）

系列1 系列3
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平成24年6月に男女共同参画推進体制の改組を行い，学長を委員長に理事及び部局長
等で構成する男女共同参画推進委員会の下に，担当理事を委員長に各部局の教職員で構
成する専門委員会が中心となって，男女共同参画推進室と共に女性支援，ワーク・ライ
フ・バランスおよび次世代育成支援等に積極的に取組んでいます。
また，2014年（平成26 ）年4月に三重大学学生が主体的に男女共同参画活動に取組む

ため，専門委員会の指導の下に学生委員会を設置しました。

１．三重大学男女共同参画推進組織

２．三重大学男女共同参画推進委員会規程
(平成20年3月27日規程第630号)

改正平成21年3月30日規程 平成22年3月31日規程
平成23年3月24日規程 平成24年6月28日規程
平成26年3月27日規程 平成30年3月30日規程
令和元年5月23日規程630号

(設置)
第1条 三重大学に，三重大学男女共同参画推進委員会(以下「委員会」という。)を
置く。

(審議事項)
第2条 委員会は，次の各号に掲げる事項を審議する。
(1) 男女共同参画の推進に係る基本理念に関する事項
(2) 男女共同参画の推進方策の企画，立案及び実施に関する事項
(3) 男女共同参画の現状分析，評価及びそれらの公表に関する事項
(4) 男女共同参画の推進のために必要な啓発活動に関する事項
(5) その他男女共同参画に関する事項

(組織)
第3条 委員会は，次の各号に掲げる委員をもって組織する。
(1) 学長
(2) 各理事
(3) 各学部又は研究科の長
(4) 教養教育院長
(5) 医学部附属病院長
(6)  事務局長

三重大学男女共同参画推進体制

教育研究評議会

役員会

学長
男女共同参画推進委員会

委員長：学長
委員：理事・部局長等

男女共同参画推進専門委員会
委員長：男女共同参画担当理事
委員：各学部等教員等

5学部
6研究科
学内共同教育
研究施設等

男女共同参画推進室 男女共同参画推進学生委員会

2014(平成26)年4月1日～

経営協議会

Ⅷ 資料集
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(委員長)
第4条 委員会に委員長を置き，学長をもって充てる。
2 委員長は，委員会を招集し，その議長となる。
3 委員長に事故があるときは，あらかじめ委員長が指名した委員が，その職務
を代行する。

(会議)
第5条 委員会は，委員の3分の2以上の出席をもって成立する。
2 委員会の議事は，出席委員の過半数をもって決し，可否同数のときは，議長
の決するところによる。

(委員以外の者の出席)
第6条 委員会が必要と認めたときは，委員以外の者を出席させ，意見又は説明
を聴くことができる。

(専門委員会等)
第7条 委員会は，三重大学男女共同参画推進専門委員会(以下「専門委員会」と
いう。)を置く。
2 前項の専門委員会に関し必要な事項は，別に定める。
3 委員会は，三重大学男女共同参画推進室(以下「男女共同参画推進室」とい
う。)を置く。

(庶務)
第8条 委員会の庶務は，男女共同参画推進室において処理する。

(雑則)
第9条 この規程に定めるもののほか，委員会の運営に関し必要な事項は，委員
会が別に定める。

附 則
この規程は，平成20年4月1日から施行する。

附 則(平成21年3月30日規程)
この規程は，平成21年4月1日から施行する。

附 則(平成22年3月31日規程)
この規程は，平成22年4月1日から施行する。

附 則(平成23年3月24日規程)
この規程は，平成23年4月1日から施行する。

附 則(平成24年6月28日規程)
この規程は，平成24年6月28日から施行する。

附 則(平成26年3月27日規程)
この規程は，平成26年4月1日から施行する。

附 則(平成30年3月30日規程)
この規程は，平成30年4月1日から施行する。

附 則(令和元年5月23日規程630号)
この規程は，令和元年5月23日から施行する。

３．三重大学男女共同参画推進専門委員会細則
(平成20年3月27日細則第631号) 

改正 平成21年3月30日細則 平成22年3月31日細則
平成23年3月24日細則 平成24年6月28日細則
平成26年3月27日細則 平成30年3月30日細則

(趣旨)
第1条 この細則は，三重大学男女共同参画推進委員会規程(以下「規程」とい
う。)第7条第2項の規定に基づき，三重大学男女共同参画推進専門委員会(以下
「専門委員会」という。)に関し必要な事項を定める。
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(業務)
第2条 専門委員会は，次の各号に掲げる事項を処理する。
(1) 男女共同参画の推進に係る具体的方策の計画及びその実施に関する事項
(2) 男女共同参画に関する調査及び分析に関する事項
(3) その他三重大学男女共同参画推進委員会から付託を受けた専門的事項

(組織)
第3条 専門委員会は，次の各号に掲げる委員をもって組織する。
(1) 理事のうち学長が指名した者 1名
(2) 各学部又は研究科から推薦された大学教員 各1名
(3) 教養教育院から推薦された大学教員 1名
(4) 医学部附属病院から推薦された大学教員及び医療職員 各1名
(5) 企画総務部長
(6) その他本学の職員で専門委員会が必要と認めた者
2 前項第2号から第4号まで及び第6号の委員の任期は，2年とし，再任を妨げない。ただ
し，同項第2号から第4号までの委員に欠員が生じた場合の後任の委員の任期は，前任者
の残任期間とする。

(委員長)
第4条 専門委員会に委員長を置き，前条第1項第1号の委員とする。
2 委員長は，専門委員会を招集し，その議長となる。
3 委員長に事故があるときは，あらかじめ委員長が指名した委員が，その職務を代行す
る。

(会議)
第5条 専門委員会は，委員の過半数の出席をもって成立する。
2 専門委員会の議事は，出席委員の過半数をもって決し，可否同数のときは，議長の決
するところによる。

(委員以外の者の出席)
第6条 専門委員会が必要と認めたときは，委員以外の者を出席させ，意見又は説明を聴
くことができる。

(庶務)
第7条 専門委員会の庶務は，三重大学男女共同参画推進室において処理する。

(雑則)
第8条 この細則に定めるもののほか，専門委員会の運営に関し必要な事項は，専門委員
会が別に定める。

附 則
この細則は，平成20年4月1日から施行する。

附 則(平成21年3月30日細則)
この細則は，平成21年4月1日から施行する。

附 則(平成22年3月31日細則)
この細則は，平成22年4月1日から施行する。

附 則(平成23年3月24日細則)
この細則は，平成23年4月1日から施行する。

附 則(平成24年6月28日細則)
この細則は，平成24年6月28日から施行する。

附 則(平成26年3月27日細則)
この細則は，平成26年4月1日から施行する。

附 則(平成30年3月30日細則)
この細則は，平成30年4月1日から施行する。
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４．三重大学男女共同参画推進学生委員会内規

平成26年3月3日内規
(趣旨)

第1条 この内規は、三重大学男女共同参画推進専門委員会 (以下「専門委員会」とい
う。) 細則 第8条により、専門委員会に三重大学男女共同参画推進学生委員会 (以下
「学生委員会」という。) を置く。
(活動)

第2条 この学生委員会は専門委員会の指導のもと、男女共同参画推進の理念を実現す
るため，本学学生が男女共同参画推進事業を活動することを目的とする。

(組織)
第３条 学生委員会は，次の各号に掲げる委員をもって組織する。
(1) 各研究科の学生 若干名
(2) 各学部の学生 若干名
(3) その他専門委員会が必要と認めた者
2 委員の任期は，1年とし，再任を妨げない。

(委員長)
第４条 学生委員会に委員長を置き、専門委員会が指名する。
2 委員長は，学生委員会を招集し，その議長となる。
3 委員長に事故があるときは，あらかじめ委員長が指名した委員が，その職務を代行
する。

(会議)
第５条 学生委員会は，委員の過半数の出席をもって成立する。
2 学生委員会の議事は，出席委員の過半数をもって決し，可否同数のときは，議長の
決するところによる。

(委員以外の者の出席)
第６条 学生委員会が必要と認めたときは，委員以外の者を出席させ，意見又は説明
を聴くことができる。

(庶務)
第７条 学生委員会の庶務は，三重大学男女共同参画推進室において処理する。
(雑則)

第８条 この内規に定めるもののほか，学生委員会の運営に関し必要な事項は，学生
委員会が別に定める。

附 則
この内規は，平成26年４月1日から施行する。

南部男女共同参画推進学生委員会委員長(左端)ほか
男女共同参画推進学生委員
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５．三重大学男女共同参画推進室内規
(平成23年3月24日規程第701号)

改正 平成24年6月28日内規
(趣旨)

第1条 この内規は，三重大学男女共同参画推進委員会規程第7条第3項に規定する三重
大学男女共同参画推進室(以下「推進室」という。)に関し必要な事項を定める。
(業務)

第2条 推進室は，男女共同参画に関する事務を処理する。
(組織)

第3条 推進室は，次の各号に掲げる者をもって組織する。
(1) 室長
(2) 副室長
(3) その他必要な職員

(室長等)
第4条 室長は，推進室の業務を掌理し，学長が指名する。
2 副室長は，室長を補佐し，室長が指名する。
(雑則)

第5条 この内規に定めるもののほか，推進室の運営に関し必要な事項は，室長が別に
定める。

附 則
この規程は，平成23年4月1日から施行する。

附 則(平成24年6月28日内規)
この内規は，平成24年6月28日から施行する。

６．2019（令和元）年度三重大学男女共同参画関係委員会等名簿

(1)三重大学男女共同参画推進委員会名簿

職名 氏名 備考

学長 駒田 美弘

理事（教育担当）・副学長 山本 俊彦

理事（研究・社会連携担当）・副学長 緒方 正人

理事（総務・財務・基金・企画・評価担
当）・副学長

尾西 康充

理事（情報・国際・環境担当）・副学長 梅川 逸人

事務局長 大高 弘士

人文学部長 安食 和宏

教育学部長 鶴原 清志

医学系研究科長 片山 直之

工学研究科長 畑中 重光

生物資源学研究科長 奥村 克純

地域イノベーション学研究科長 三宅 秀人

教養教育院長 綾野 誠紀

医学部附属病院長 伊佐地 秀司
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所属等 職名等 氏名 備考

理事
理事（総務・財務・基金・企
画･評価担当）・副学長

尾西 康充 第3条第1項第1号

人文学部 教授 朴 恵淑 第3条第1項第2号

教育学部 准教授 森川孝太朗 第3条第1項第2号

医学系研究科 准教授 宮田 千春 第3条第1項第2号

工学研究科 教授 小林 正 第3条第1項第2号

生物資源学研究科 教授 常 清秀 第3条第1項第2号

教養教育院 講師 林原 玲洋 第3条第1項第3号

医学部附属病院 教授 小川 朋子
第3条第1項第4号
（教員）

医学部附属病院 副看護部長 森 多佳美
第3条第1項第4号
（医療職員）

企画総務部
企画総務部長
兼男女共同参画推進室長

園邊 邦輝 第3条第1項第5号

医学系研究科 助教 江藤みちる 第3条第1項第6号

工学研究科 助教 宇野 貴浩 第3条第1項第6号

陪席者

企画総務部 人事労務課長 井澤 克弘

企画総務部
人事労務チーム副課長
(人事担当)

世古 和裕

企画総務部
人事労務チーム副課長
(労務担当)

島田 秀行

男女共同参画推進室 副室長 中島 英雄

男女共同参画推進室 室員 中村 賢一

(2)三重大学男女共同参画推進専門委員会名簿

(4)三重大学男女共同参画推進室名簿
職 名 氏 名 備 考

室長（兼務） 園邊 邦輝 企画総務部長

室員(兼務） 井澤 克弘 人事労務課長

室員(兼務） 島田 秀行 人事労務チーム副課長(労務担当)

副室長（専任） 中島 英雄

室員（専任） 中村 賢一

(3)三重大学男女共同参画推進学生委員会名簿

職 名 氏 名 備 考

委員長 南部 陽香 人文学部3年

副委員長 大西 昌子 地域イノベーション学研究科博士前期2年
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発行者 三重大学男女共同参画推進専門委員会

連絡先 三重大学男女共同参画推進室
住所 〒514-8507 津市栗真町屋町1577
電話・FAX 059-231-9830
E-mail danjo@ab.mie-u.ac.jp

表紙のシンボルマークについて

「みえの働き方改革推進企業」登録制度

のシンボルマークです。

「みえの働き方改革推進企業」知事表彰

のシンボルマークです。
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